
 

                          安全帯が堕落制止器具に変更

                             墜落制止用器具選定のポイント

ポイント①
6.75mを超える箇所では、フルハーネス型を!!!

･2m以上の高さで安全対策が取れない場合は､原則としてすべてフルハーネス型の着用が必要。
･上記の場合でも､高さが6.75m以下の場合には胴ベルト型の使用が認められる。

ポイント②
使用可能な最大重量に耐える器具を選定
墜落制止用器具は、着用者の体重及びその装備品の重量の合計に耐えるものでなければなりません。

 



お問い合わせはこちらから
お電話でのお問い合わせは下記へ！

【TEL:042-554-0224】

（85kg用又は100kg用。特注品を除く。）

ポイント③
ショックアブソーバは、フック位置によって適切な種別を選択
ショックアブソーバを備えたランヤードについては、そのショックアブソーバの種別が
取付設備の作業箇所からの高さ等に応じたものでなければなりません。
（腰より高い位置にフックを掛ける場合は第一種、足元に掛ける場合は第二種を選定します。）

   

   

   

    お問い合わせ、ご希望がございましたら五光社へご連絡下さい。
   

https://www.3mcompany.jp/3M/ja_JP/fall-protection/
mailto:nobuaki@gokosha.co.jp?subject=%E3%81%8A%E5%95%8F%E3%81%84%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9B
tel:042-554-0224

